
2026/10/6

大ホール 小ホール 国際会議室 市民ホール401＋402 市民ホール403＋404 601 602 603 604

17:50-18:00 閉会式・次期会頭挨拶
18:00

17:00
17:00

17:00　撤去

17:10-17:20 JSTH Oral 演題賞者発表

17:20-17:50 4学会理事長座談会
17:30

全世代で考えるグローバルヘルス教育のあり方、普及の

仕方
16:30 座長：三島 伸介, 後藤 憲志

座長：春木 宏介, 狩野 繁之 座長：藤田 則子 座長：南谷 かおり, 小笠原 理恵 座長：田中 孝明, 山元 佳 座長：岩本 桃子
座長：湯浅 資之

座長：駒田 謙一

ワークショップ41(WS41) ワークショップ42(WS42) 日本渡航医学会10(JSTH10) 日本国際保健医療学会4(JAGH4)

保健分野のデジタル化：その促進・阻害要因と今後の展

望－保健人材情報システムを例に

国境を超える医療の継続性の現状と課題 海外渡航者、外国人に関わる日本国内の医療提供体制と

診療の質

グローバルファンド・Gavi・パンデミックファンドを題

材に考える：限られた資源を最大化する国際協調のあり

方

届く医療・機能する医療をめざして：感染症対策の課題

を多角的に探る

日本渡航医学会トラベルクリニック部会シンポジウム

15:50-17:20 15:50-17:20 15:50-17:20 15:50-17:20 15:50-17:20
16:00

ゼロ・マラリア達成に向けた日本発Malaria-LAMP法の

可能性

シンポジウム28(SY28) 日本渡航医学会9(JSTH9) シンポジウム29(SY29)

15:30
共催：東京自由大学

15:40-17:10 

シンポジウム27(SY27) 15:50-17:20 15:50-17:20

15:00 座長：細澤 麻理子, 大川 純代
座長：田中 孝明, 田中 敏博 座長：飯塚 陽子, 石橋 由孝　演者：島薗 進, 加藤 眞三

Chair: Shinsuke Miyano, Maki Ozawa
座長：峰松 健夫, 紺家 千津子

褥瘡の早期診断に関する国際ガイドラインの矛盾と解決

の糸口―臨床家の困惑からバイオ研究のフォーカスまで

―

産業保健委員会企画 インバウンドの産業保健 第19回症例から学ぶ熱帯感染症

座長:関根　里恵,小川　純人 座長：サトウ 菜保子 座長：山元 佳, 中村（内山）ふくみ
座長：清水 少一, 鈴木 英孝

シンポジウム26(SY26) 日本渡航医学会8(JSTH8) 日本熱帯医学会4(JSTM4)
14:30

Establishment of the ASEAN Center for Public Health

Emergency and Emerging Disease (ACPHEED) and Japan's

Support for It

アジア人高齢男性の二重課題：肥満から低栄養へ 揺らぐ世界情勢のなかで考える渡航者診療とワクチン供

給

『医療と死生学（東京自由大学）人に寄り添う医療とケ

ア：人文学から考えるグローバルヘルス 』

次世代の研究者・実務者と描くポストSDGsにおける子

ども・思春期のウェルビーイング

渡航看護を育み、未来へつなぐ

Symposium23(SY23) シンポジウム24(SY24) 日本渡航医学会7(JSTH7) 共催シンポジウム2(SS2) シンポジウム25(SY25) ワークショップ40(WS40)

14:10-15:40 14:10-15:40 14:10-15:40 14:10-15:40 14:10-15:40 14:10-15:40 

社会的共通資本としての医療〜分かち合う価値が支えるグ

ローバルヘルス〜

14:00 演者：占部 まり　座長：飯塚 陽子, 中村 安秀

14:10-15:40                                           ＊English 14:10-16:10 14:10-15:40 

13:00 座長：関 雅文                    共催：ファイザー株式会社 共催：栄研化学株式会社 共催：株式会社SESA

13:15-14:05

13:30 特別講演2(SP2)

12:30 ｢「ダニ媒介性脳炎は北海道固有の風土病か？」 感染症はグローバルに捉え

よう -リスク評価からワクチンその他予防対策-｣演者：三島 伸介
『Malaria-LAMP法の性能評価およびPOC検査法として

の有用性』

『中国の医療事情』

｢Evidence-Based Standard Vaccine 高齢者肺炎球菌結合ワクチン（PCV）-

エビデンスが示す肺炎予防の確かな根拠｣演者：藤倉 雄二 座長：春木 宏介　演者：狩野 繁之 座長：飯塚 陽子　演者：能城 毅

演者：門脇 孝　座長：飯塚 陽子, 澤 芳樹

12:00

12:05-13:05 ランチョンセミナー9(LS9) 12:05-13:05 12:05-13:05 

『グローバルヘルスにおけるワクチンの可能性』 ランチョンセミナー10(LS10) ランチョンセミナー11(LS11)

10:30
座長：中西 康裕, 河津 信一郎

11:00
11:00-11:50

特別講演1(SP1)

グローバルヘルスにおける日本の貢献 ー NCDsを中心に11:30

マラリア・結核

10:10-10:40 一般演題(口頭発表)19(O19) 座長：近松 勇門, 城川 美佳 座長：田中 健之, 塚田 訓久

座長：野田 信一郎, 本田 文子 保健情報・統計

学校保健・思春期保健　 外国人対応と人材育成戦略を「分かち合う」〜日常診療

から国際イベントまでの実践知を通じて外国人対応人材

をどう育成するか〜

座長：岡田 文子, 竹内 理恵 9:40-10:40 

一般演題(口頭発表)18(O18)

9:30
座長：村上 仁, 汪 牧耘

アジアにおける健康で活動的な高齢化に向けた持続可能

な制度の構築

薬剤師部会

国際競技大会と渡航医学 ー現状と課題ー

外国人医療の実際と課題：Diversity（多様性）・Equity

（公平性）・Inclusion（包括性）の視点から
UHCの新たな展開を考える：重点領域と実装をめぐる

ワールドカフェ

Envisioning the Future of UHC: A World Cafe on

Priorities, Action and Implementation
10:00

座長：五十嵐 久美子, 佐々木 由里 座長：藤沢 宗央, 長谷川 充 座長：樋泉 道子, 藤屋 リカ

9:10-10:00 9:10-10:40 

シンポジウム21(SY21) 日本渡航医学会6(JSTH6) シンポジウム22(SY22) ワークショップ38(WS38) 一般演題(口頭発表)17(O17) ワークショップ39(WS39)

9:00
岐路に立つグローバルヘルス：現状と今後の方向性を議

論する 9:10-10:40 9:10-10:40 9:10-10:40 9:10-10:40 

8:30
座長：小川 拓, 中村(内山) ふくみ

座長：中谷 大作
8:40-10:40 座長：伊藤 祐一, 山元 佳

座長：松井 三明 司会者：上里 彰仁, 山下 正 座長：高木 祐治, 北村 亜依香
シンポジウム20(SY20) Chair: Yoko Shinpuku, 陳 三妹

ワークショップ37(WS37) ポスター閲覧

日本発、低中所得国で求められる周産期医療機器の開発
外国ルーツ住民のメンタルヘルスと健康を支える連携の

かたち：医療・文化・地域をつなぐ支援と連携を考える

ラオスでの研修経験を踏まえた感染症対策とグローバル

ヘルスの検討

Co-creating Effective Mobile Health Interventions

through Academia-Industry Collaboration: Multi-

country Perspectives

ワクチン・海外渡航者の感染症 国際共同臨床研究をしよう 国際医学に活かすデジタルツール

8:00-9:00 8:00-9:00 8:00-9:30 8:00

ワークショップ34(WS34) ワークショップ35 (WS35) 日本熱帯医学会3(JSTM3) Workshop36 (WS36 ) 一般演題(口頭発表)16(O16) 国際臨床医学会3(ICM3)

第5会場 第6会場 第7会場 第8会場 ポスター会場

8:00
8:00-9:00 8:00-9:30 8:00-9:00 8:00-9:00                                                 *English

2026年11月29日（日）　（3日目）　/ November 29 (Sun.), 2026 (Day3)

特別会場 第1会場 第2会場 第3会場 第4会場


